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昨年度、農林水産省補助事業により「農作業安全に関する指導
者向け研修」を実施

全国で3,685名の方が受講、各県平均約80人の農業現場に
おける農作業安全の指導者が養成された。

本研修は、当初全都道府県で対面研修を計画。コロナの影響
により11都府県で対面は実施できなかったが、web受講と
の組合わせにより全都道府県において研修が遂行された。

研修風景 使用テキスト



農作業安全に関する指導者向け研修の主旨

農作業における死亡事故の発生率は危機的状況である。

農業者に農作業安全を「自分ごと」として認識してもらうこ
とが必要であり、研修等を通じて、農業者に直接語りかける
ことが重要である。

本研修は、農業者に直接指導を行うなど、地域において農作
業安全の推進を担う人材の育成・資質向上を図ることを目的
としている。

※ 農林水産省の一部の補助事業等においては、
受給要件として農作業安全に関する研修等を
求めるクロスコンプライアンスの実施を検討
しており、令和４年度には、一部の補助事業
等で試行を実施する予定
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【研修使用PPの抜粋】



実際の農作業安全研修のイメージ：シートベルトの研修用資料例

【説明内容】
農作業死亡事故は長い間年間400人～350人程
度であったが、近年ようやく300人を下回るよう
になった。
死亡者中の高齢者割合はほぼ一貫して増加して
おり、直近では65歳以上が90％近くを占めてい
る。
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【説明内容】
死亡者の絶対数が漸減しているといっても農業
就業人口が減っているためともいえ、就業人口あ
たりの死亡者数はむしろ増加している。
この事故率でいうと全産業の10倍以上、建設業
と比較しても約３倍に達している。しかもかつて
は農業を上回っていた建設業が減少傾向なのに農
業は増加しており危機的状況といえる。農業現場
にはそこまで危機感が共有されていないというの
が現状である。
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【研修使用
PPの抜粋】

【農業者対象の研修用資料のイメージを示したものの一部】



本研修受講者（農作業安全に関する指導者）の役割

農業者に対する農作業安全に関する研修の講師

パンフレット・ポスター作成等広報資料の作成・配布、
イベント開催、見廻り活動

クロスコンプライアンス
（研修実施主体からの要請）
既存の会合等に付加したプラス
安全的な研修
自治体・JA等が主催する農作業
安全研修
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【研修使用
PPの抜粋】



本研修受講者（農作業安全に関する指導者）の役割：続き

日常業務に付加した意識啓発活動

事故情報の収集・報告 など
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【研修使用
PPの抜粋】



令和４年度 クロスコンプライアンス対象補助事業（試行）
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1.環境保全型農業直接支払交付金

2.強い農業づくり総合支援交付金

化学肥料･化学合成農薬の使用を都道府県の慣行レベルから原則５割
以上低減する取組と合わせて行う以下の対象取組に対して支援

【以下対象取組みは抜粋】

有機農業：12,000円/10a（うちそば等雑穀、飼料作物は3,000円/10a）
堆肥の施用：4,400円/10a カバークロップ 6,000円/10a 
リビングマルチ 5,400円/10a（うち、小⻨・大⻨等は3,200円/10a ）

※令和4年度予算 27億円

強い農業づくりのための産地基幹施設・卸売市場施設の整備、生産事
業モデルや農業支援サービス事業の育成を支援

※農業用施設や農業機械に助成をする基盤的事業
令和4年度予算 126億円



指導者研修の概要

開催時期等
対面研修：令和3年12月～4年2月 37ヵ所 計約1,500名
Web研修：全国対象 ２月～３月 計３回、その他個別県対象若干回

計約2,100名

研修参加者
都道府県職員（含普及指導員）、市町村職員、JA職員、指導農業士、
農業機械士、農業機械販売店・販売会社従業員等

研修講師
農研機構農作業安全研究者、労働安全衛生コンサルタント、
農業機械団体職員等の現役及びOB

研修時間（全て座学）
１コマ１時間×４コマ；11:00～16:30または12:30～17:15
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◆令和４年度は農林水産省主催による同様のweb研修実施予
定

◆全国で育成された農作業安全指導者の積極的活用が課題



指導者研修の使用テキスト等

●参考資料｢農作業安全リスクカル
テ｣：全228ページ＋CD-ROM
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●講義説明用パワーポイント資料(投影用)：スライド全139ページ

●テキスト｢農作業安全指導マニュ
アル｣：全5章、302ページ



テキスト及び講習内容の特色等
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現時点の農作業安全に関する集大成的なテキストを目指
し、最新のデータ、技術等に基づき記述した。

農業関係者の安全意識の低さ、事故の影響が広範囲に及
ぶことについて記述した。

農業部門よりかなり進んでいる「被雇用労働者に対する
安全対策」につき関係法規等も含めかなりのページを割
いて記述した。これは同分野の進んだ考え方、方策を農
業に取り入れていくべき時期にあると考えたため。

なるべく実際の事故事例について取り上げた。
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【研修使用PPの例】
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【研修使用PPの例】
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【研修使用PPの例】
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【研修テキス
トの表紙】
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【研修テキスト
のページ例】
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【研修テキスト
のページ例】
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【研修テキスト
のページ例】



17

【リスクカル
テの表紙】
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【リスクカルテ
のページ例】
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【リスクカルテ
のページ例】



実際の農作業安全研修のイメージ：シートベルトの研修用資料例(６)
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左図及び概要説明は本研修テキスト第3
章から抜粋、図番号はテキストのもの

【説明内容】
図・写真・説明は実際の事故事例で、

被災者は自動車に追突され機体から投
げ出されて死亡した。
投げ出されたということは、シート

ベルトを装着していなかったと推定さ
れる。装着していれば全身を強く打つ
ということにも至らず、死亡する可能
性も低かったのではないかと考えられ
る。
なお、シートベルトとあわせて、常

にヘルメットを装着することも求めら
れる。

図3-2-20 事故付近現場見取り図

図3-2-21 推定追突位
置付近からの風景

（赤い四角部分がタイ
ヤ痕等の位置）

【事故の概要】
被災者は、日没の約30分後となる午後7時頃、ブロードキャスタを装着

したトラクター（26PS、2柱式安全フレーム仕様）で帰宅していました。
途中、見通しの良い国道を車線左側に寄って走行していたところ、後ろ
から来た乗用車に追突され、機体は道路左側に押し出されて側溝に転落
しました（図3-2-20及び21）。被災者はトラクターから投げ出され、全
身を強く打ち、病院に搬送されましたがまもなく死亡しました。

【農業者対象の研修用資料のイメージを示したものの一部】

【研修使用PPの抜粋】



実際の農作業安全研修のイメージ：シートベルトの研修用資料例(７)
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【説明内容】
上記も農研機構研究員が実際の事故事例を聞き取り状況をイラスト化したもの。
いずれもシートベルトを装着しておらず機体から投げ出されて大ケガに至っている。

概要：
乗用トラクターで水田を見回りに行く途中、ゆるい下り坂（コン

クリート路面）で直角のカーブを左折時にブレーキを踏んだところ、
左右独立のブレーキペダルを連結していなかったので、片ブレーキ
になって急旋回し水田に転落した。
シートベルトを装着していなかったので、傾斜４５度で長さ３．

６ｍの法面で投げ出され、後から落ちてきたトラクターで腰を打撲
し13日間入院した。幸い安全フレームが付いていたので完全には
下敷きにならずにすんだ。

農研機構 農機研「農作業安全情報センター：イラストで見る事故事例」から抜粋

概要：
乗用トラクターにあぜ塗り機を装着して、農道から１．５

ｍ下の水田に、通常の進入路でない法面角度３０～３５度の
所から斜めに入ろうとした。 トラクターは右側へ１８０度転
倒してＵ字溝の上にのった。本人はシートベルトを装着して
いなかったので、投げ出されてＵ字溝の角で頭を打った。運
良く溝の中へ落ちたため、トラクターの下敷きにはならな
かったが、頭蓋骨陥没で９ヶ月入院した。

【農業者対象の研修用資料のイメージを示したものの一部】【研修使用PPの抜粋】



農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編) P.78～P.79
テキストページ

【事故の概要】夕方にトラクタで走行中、右側の畑の支柱が目に入って脇見
運転となり、左側斜面に脱輪したため、ローダで後方へ引き上げてもらう
途中でトラクタが傾き、斜面下へ転落 ⇒頭部打撲及び裂傷

・安全キャブ・フレーム、シートベルト、ヘルメット
・道路の拡幅⇒事故になりにくい現場づくり
・作業の段取りはゆとりを持って

1)機械の転落・転倒 (1)乗用トラクター

トラクタ
進行方向

転落地点

道幅3.2m
(事故当時は

2.4m)

車幅約1.8m

夕方になって急に
作業が入った

作業
シートベルト・
ヘルメット未着用

作業 機械

車体に対して
路幅が狭い

機械環境
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【研修使用PPの抜粋】



農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策

P.80～P.81
テキストページ

【事故の概要】台形ほ場の隅での回行時に後進したところ、クローラ後部を
畦に乗り上げ、その拍子に変速レバーを手前に引いてしまい、1.9m下の
水田に転落 ⇒肋骨骨折及び内臓圧迫

1)機械の転落・転倒 (2)自脱型コンバイン

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編)

・バックカメラ等で視界確保
・危険な段差に目印
・段差近くには作付しない手も
・作業しやすい環境整備も大切

後方や走行部が
見にくい

機械

段差ぎりぎり
まで作付

環境作業

変形ほ場で
回行しにくい

環境

手すり

籾排出オーガ
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【研修使用PPの抜粋】



農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策

P.82～P.83
テキストページ

【事故の概要】歩行用トラクターで耕うん作業をはじめようと、後退しながら
ほ場端で畝への位置合わせを行っていたところ、後退しすぎて隣の果樹園の
樹木と機体に胸部を挟まれ、翌日に家族が発見 ⇒胸部圧迫等で死亡

2)挟まれ (1)歩行用トラクター

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編)

後方や走行部が
見にくい

機械

・安全装置を備えた機械を導入
・作業環境と機械の組合せを見直す
・作業予定を共有、危険な作業は定期的に安否確認

挟まれた樹木

作業予定だったほ場

当日の帰宅等
の確認なし

作業

ほ場に対して
機械が大きい

機械環境
挟圧防止
装置なし

機械
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【研修使用PPの抜粋】



農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策

P.84～P.85
テキストページ

【事故の概要】果樹園でSSによる防除作業中、機械の音が変わった気がした
ため、圧力計を見ようと頭を起こした際、頭が枝で打たれて後方に押され、
異様な音が聞こえて熱さと痛みを感じた。痛みに耐えつつ作業を続け、帰宅
後に受診したところ、転院して精密検査 ⇒頸椎損傷、コルセット装着

2)挟まれ (2)スピードスプレーヤ(SS)

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編)

・SS作業の危険性を一層
認識(慣れが油断へ)

・低リスクな果樹園づくり
・環境は変化する

⇒作業前の状況確認
・余裕を持った計画と分担

車高
115cm

約
150cm

Good！□
防除用ヘルメット⇒頭部の
深刻な損傷は防いだ？

非キャビン機

機械

時期的に多忙･疲労

作業

枝が低い
場所を走行

環境
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【研修使用PPの抜粋】



農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策

P.86～P.87
テキストページ

【事故の概要】ほ場で農用運搬機（歩行用乗用兼用）を立って操作したところ
急発進してしまい、機体を止めようとしたが、道路を越えて別のほ場まで
走ったところで転倒、ひかれ
⇒頚部圧迫で死亡

3)ひかれ (1)農用運搬機

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編)

・歩行使用時の安全性が
高い機械を使用

・日没前に作業切り上げ
・無理に機械を止めようと

しない

歩行使用＝ひかれ
や挟まれの危険

機械

家族が作業から
戻ったのは暗く
なってから

環境

無理に止めよ
うとして被災

作業
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【研修使用PPの抜粋】



P.100～P.101
テキストページ

【事故の概要】背負式刈払機で水田畦畔を草刈作業中、ほ場進入口付近を
刈っていたところ、脇にあった盛り土に刈刃があたり、キックバックを
起こして左足に接触 ⇒小指関節粉砕骨折･切創

・現場に適した機械（背負･肩掛、刃の種類等）と保護具を使用
・正しい作業方法の習得と徹底（刈刃左前方1/3で刈払等）
・障害物の事前確認、撤去できないものには目印

２ 様態別にみた事故事例･原因･対策(農業機械編)

7)刃による切られ･飛散物 (1)刈払機(キックバック)

背負式で主桿の自由度が高く
キックバックのリスク大

機械

危険な往復刈

作業

安全靴不使用

作業

強風と寒さで疲労

環境 作業
盛り土を放置

環境

フレキシブ
ルシャフト

エンジン

主桿
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農作業安全に関する指導員向け研修 第３章 農作業事故の要因と対策【研修使用PPの抜粋】



事故の事例データ集
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本研修テキスト及びリスクカルテ
日本農業機械化協会ホームページからダウンロード可

農研機構農業機械研究部門ホームページ内
「農作業安全情報センター」から多数検索可

https://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/anzenweb/chousadb/chousadb.html

印刷物「こうして起こった農作業事故」
平成23～25年 農林水産省補助事業「農作業事故の対

面調査事業」結果報告書


